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 本日の会議に付した事件 
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○野村生代委員長 開議に先立ち、事務局職員から委員の出席状況を報告します。五島議事課

長。 

○五島祥文議事課長 本日の会議のただいまの出席委員は、８名です。 

 なお、請願第１号の紹介議員として、広瀬議員、石村議員に出席をお願いしています。 

 以上で報告を終わります。 

    （午前１０時５分 開議） 

○野村生代委員長 ただいま報告しましたとおり、出席委員は定足数に達していますので、こ

れから文教常任委員会を開き、請願第１号 中学校給食の早期実現に関する請願の審査を行

います。 

○野村生代委員長 審査に先立ち、申し上げます。 

 本委員会の傍聴は、委員長においてこれを許可します。 

 なお、本委員会室に確保した傍聴席を上回る傍聴希望者が来られた場合は、第４委員会室

でモニタースピーカーによる傍聴を許可します。御了承願います。 

○野村生代委員長 これから審査に入ります。 

 請願第１号 中学校給食の早期実現に関する請願を議題とします。 

○野村生代委員長 お諮りします。 

 本請願については、既に詳細な趣旨説明を受けているため、これを省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○野村生代委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、本請願については、趣旨説明を省略することに決しました。 

○野村生代委員長 これから質疑に入ります。 

 まず、紹介議員に対する質疑を行います。質疑はありませんか。西田委員。 

○西田政充委員 おはようございます。よろしくお願いします。 

 早速ですけれども、質問させていただきます。 

 本市における中学校給食に関しては、本年６月９日の枚方市議会の各派代表者会議、そし

てその後の議会運営委員会の冒頭、竹内市長から、あいさつの中で、中学校給食導入の検討

を進めたいという内容のお話があったところです。また、同日の記者会見でも、竹内市長よ

り同趣旨の御発言があったというふうに聞いております。 

 今回の請願は、６月１６日の平成２３年第２回枚方市議会定例会初日に上程され、この文

教常任委員会に付託をされたわけですけれども、その際に配付された請願文書表によります

と、今回の請願は６月１３日に提出されたとなっております。ということは、紹介議員さん

は、中学校給食導入の検討を進めたいという竹内市長の御発言を十分に御承知の上で紹介議

員になられたということでよろしいでしょうか。 

○広瀬ひとみ議員 はい、そのとおりです。 

 各派代表者会議、また議会運営委員会、私の方も出席をさせていただいておりましたので、

市長の方から直接検討していくというお話は伺いました。しかし、その際に、市長に対する

詳細な質疑の機会があったわけではありません。私が聞きましたのは、検討するという言葉

だけでありました。検討するというのは、この後どうなっていくのか。実際に着手に向かっ
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ていくのかどうかというのは、この時点ではわからないということが一つあります。 

 それから、もう一つには、市長選挙を控えておりますから、今後、竹内市長がこのまま継

続されるのか、または違う市長が誕生するのか、こういったことも現段階では見通しはわか

らないというふうに理解をしております。そうした中で、枚方市議会がこの中学校給食につ

いてどういう判断をしていくのか、これは市長の考えではなくって、問われているのは議会

の考えだというふうに思っておりますので、私どもとしては、市民の皆さんから、前回の請

願が結局は任期満了ということで、審議未了、廃案という形になっておりますので、ぜひ議

会としてもその結論を出していきたいということで、お受けをさせていただきました。 

 もちろん、請願者の方にはこういう状況になっているという説明はさせていただいた上で、

請願者の方が引き続き請願をしたいのかどうかというのは改めてお考えをいただいた上で、

提出をするということであるならば、私どもは受けさせていただきますということを説明さ

せていただきました。 

 以上です。 

○西田政充委員 済みません。イエス、ノーだけでお答えいただくつもりだったんですが、お

聞きしようとしたことをもう既にほぼお答えをいただいて、御説明をいただきましたので、

私からの質問はここで終わらせていただきます。 

○池上典子委員 済みません。ちょっとお伺いしたいと思うんですが。 

 中学校給食については、こんなもの要らないと思っている行政マンとか議員というのは、

多分少ないというふうに思っております。今回でも、市長の方向性がかなりかじを切られた

と、私自身も先ほどの西田委員と同じような感想を持っておりまして、今回、選挙の後で、

新人の議員さんもたくさん入っておられますので、やっぱり６月議会で中学校給食を質問し

たいなと思われる議員さんもたくさんおられると思うんです。それが、文教常任委員会への

付託ということで、質問を取り下げられた方もかなりおられます。 

 請願された方は何にも関係ないんですが、議員さんでいらっしゃいますので、その辺の見

解というのをちょっとお尋ねしたいなと思います。 

○広瀬ひとみ議員 私自身は、枚方市議会の請願の受理件数、これ、極めて低いというふうに

考えているんです。もちろん、考えているだけではなくって、実際に少ないです。他市の平

均から比べたら、４年間で他市の１年分ぐらいしか請願の受理がされていません。これは枚

方市議会が市民の声を議会に届けていく、そういう機能を今、十分に果たせていないのでは

ないかなと理解をしているところです。 

 そういう意味では、議会というものは、市民の請願が来ればもっと積極的に受けて、そし

て、それを議論していく、こういう場であるべきだというのが基本的な見解です。もちろん、

新しい議員の皆さんが誕生されていることは承知しております。その皆さんが中学校給食に

対して質問をしたいと思っておられるのかどうかというのは、私の方ではわかりませんが、

議会の中には、こうして文教常任委員会が設置されて、その中で十分審査をする機会があり、

また、各会派の中から担当の委員の皆さんが出ておられるわけですから、それは会派の中で

十分議論をしていただいた上で、代表してこの場で審査をしていただく、また、さらには本

会議の場での質疑というのもできるのではないかなと、請願の審査に対する質疑という形で

していただけるのではないかなと思っておりますので、そういう形で十分に審議をしていた
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だければいいかなと考えております。 

○池上典子委員 会派の中の構成員というのは、多分、属しておられる共産党さんの議員さん

の中と、やっぱり、ほかのそれぞれの会派の中では、温度差もあります。 

 この請願の内容なんですが、中学校給食ということで、給食の形態っていろいろあります

よね。直営のものもありますし、また民間委託ということもありますし、そういう形態につ

いては、この請願の中では、どのような形でもいいので一刻も早くというふうに理解したら

よろしいんでしょうか。 

○広瀬ひとみ議員 この請願の中では、そうしたことは問われておりません。ですから、署名

をされた方についても、いろんな思いが恐らくあろうかと思います。もちろん中には直営を

願っておられる方もおられるかもしれませんが、そうしたことを抜きにして、とにかくもう

一刻も早く中学校給食を実現してほしいという思いで署名をされている方々というのもたく

さんおられるのではないかなと理解しております。 

○池上典子委員 取りあえず早期にということで、それこそ民間委託でも、例えば業者の方か

らのお弁当でも何でもいいので、取りあえず実現をしたいというのが趣旨だと理解させてい

ただいてよろしいんですね。 

○広瀬ひとみ議員 お弁当という形では含まれていないと思います。ここで書かれているのは

中学校給食ということなので、今、いろんな形の給食の在り方というのがあるので、その中

では、お弁当方式というのを給食という形で扱われている、そういう自治体もあろうかと思

いますけれども、署名をされた皆さんがどういう思いで署名をされているのか一つ一つはわ

かりませんけれども、ここで求められているのは、一般的な中学校給食だろうというふうに

理解をしております。 

○野村生代委員長 他に質疑はありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）これにて、紹介議員

に対する質疑を終結します。 

○野村生代委員長 紹介議員に申し上げます。 

 紹介議員に対する質疑は終結しましたので、これで退席していただいて結構です。どうも

御苦労さまでした。 

    ［広瀬ひとみ議員及び石村淳子議員退席］ 

○野村生代委員長 次に、理事者に対する質疑を行います。質疑はありませんか。西田委員。 

○西田政充委員 改めまして、おはようございます。よろしくお願いいたします。 

 質問に入ります前に、まず、お礼を申し上げたいというふうに思います。今回、私の方か

ら、大阪府の中学校給食導入補助制度の経緯がわかる資料の請求をさせていただきましたと

ころ、丁寧な形で作成をしていただきまして、ありがとうございました。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 これまで、市として、中学校給食導入に関しては、財政上の理由などから慎重な姿勢を示

されてきました。このたび、竹内市長から、大阪府の補助制度を活用する観点から中学校給

食導入を前向きに検討していくという姿勢に転じたわけであります。そこで、今回作成して

いただいた資料、この大阪府の中学校給食導入補助制度の経緯の御説明にあわせまして、市

としての考え方の変化を時系列で御説明いただきたいと思います。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 それでは、文教常任委員会資料につきまして、御説明
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させていただきます。 

 お手元の、大阪府の中学校給食導入補助制度の経緯についてでございます。 

 資料の２枚目、大阪府の中学校給食導入補助制度の経緯をごらんください。 

 この表は、大阪府の補助制度の検討経過につきまして、中学校給食導入促進事業補助制度

の概要（案）が示されるまでの過程を時系列に整理したものでございます。表の左側、区分

の欄には、大阪府からの文書等の名称と日付、表の右側は、府制度の概要としまして、主な

提示内容を記載しております。 

 それでは、順次、御説明いたします。 

 初めに、中学校給食導入促進に向けた基本的な考え方（案）が、平成２３年２月１６日に

示されました。 

 その主な提示内容といたしましては、補助期間は平成２３年度から平成２７年度の５年間

とする。補助制度の詳細については今後設計していく。事業名は中学校給食導入促進事業で、

５年間の支援総額の上限を債務負担行為にて設定しています。総額は２４６億円で、その積

算内容は、施設整備費の２.１億円に中学校給食未実施校２３４校を乗じた金額の２分の１

でございます。まだ、この時点では、補助制度の詳細につきましては、今後設計していくと

いうものでございました。 

 次に、平成２３年３月２２日の、「中学校給食導入促進事業に関する市町村への意見照

会」における考え方でございます。 

 これは、大阪府教育委員会から、中学校給食導入促進事業の制度設計の参考とするための

市町村への意見照会の際に示されたものでございます。 

 その主な提示内容でございますが、①補助金の交付要件といたしましては、交付対象は平

成２３年度中に新たに中学校給食の実施を決定した市町村とし、給食実施に向けた事業計画

書等の提出等、一定の手続を想定していること。 

 ②実施形態、運営形態等につきましては、自校方式、共同調理場方式、親子方式、民間調

理場活用方式のいずれの実施形態についても補助対象とする。運営形態では、直営方式、委

託方式のいずれについても補助対象とする。また、全員喫食を基本とするが、選択制給食に

ついても、市町村の実情に応じて補助の対象とできるよう検討するとされています。 

 ③補助対象事業費の範囲でございますが、補助対象事業費は、給食実施に必要な施設整備

費等のイニシャルコストとされています。既存校舎等の改修、配膳室整備も補助対象と想定

していますが、ランニングコスト、用地費については対象外とされています。 

 ④補助率等につきましては、補助金の上限額を検討していること、イニシャルコストの２

分の１を基本とするという内容でございました。 

 続きまして、平成２３年５月２３日に示されました、中学校給食導入促進事業補助制度の

概要（素案）でございます。 

 ①補助金の交付要件といたしまして、新たに学校給食法上の完全給食を実施するため、原

則として平成２３年度中に全中学校への給食導入のための事業計画書を策定、提出し、給食

施設等の整備を行う場合としております。 

 ②実施形態、運営形態等につきましては、前回の提示内容からの変更点としまして、全員

喫食が望ましいと考えるが、地域の実情に応じて、選択制給食も補助対象とする。なお、実
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施計画書に、喫食率向上のための取り組み計画の記載が必要とされました。 

 ③補助対象事業の範囲でございますが、ア．施設整備のうち国交付金対象事業、イ．施設

整備のうち国交付金対象外事業につきましては、既存教室等の調理場への転用、配膳室等の

整備、運搬用エレベーター・リフトの整備、周辺環境整備でございます。ウ．施設整備以外

につきましては、備品、消耗品等、施設整備費以外のイニシャルコストでございます。エ．

用地取得費につきましては、原則として補助の対象外ですが、用地取得についての特別な事

情がある場合は特例措置を設けることとなっております。 

 ④補助率等につきましては、補助金の上限額を１校当たり１億５００万円と設定していま

す。また、施設整備に対応する定率補助といたしまして、施設整備費から国交付金額を差し

引いた額の２分の１、施設整備以外の備品、消耗品等の購入に対応する定額補助といたしま

して、１校当たり、全員喫食の場合は１,０００万円、選択制の場合は３００万円としてお

ります。 

 最後に、平成２３年６月１０日に示されました、中学校給食導入促進事業補助制度の概要

（案）でございます。 

 素案からの主な変更点といたしましては、補助制度とは別に、財政状況の厳しい市町村に

限り、府の貸し付け制度を活用することが追加された点でございます。 

 本市といたしましては、このように制度概要が示されましたことから、この補助制度を活

用する観点から、中学校給食導入の検討を進めてまいることとしたものでございます。 

 以上、雑駁な説明ではございますが、大阪府の中学校給食導入補助制度の経緯の説明とさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

○西田政充委員 そうしましたら、市として、導入について検討していくという具体的な考え

方を持った時点というのは、どの時点になりますでしょうか。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 市といたしまして、最終的に検討を進めるということ

になりますのは、やはり府の方で案として明示をされたときということになると考えており

ます。 

○西田政充委員 大阪府から、この２月１６日にこの案がまず示されたわけですけれども、そ

のときの資料、手元にありますけれども、そのときの一番最後のページに「今後のスケジュ

ール」というページがございまして、補助制度の詳細については、市町村から意見等を聞き

ながら補助制度の制度設計を行うというふうになっております。これが大体ことしの２月か

ら３月に行うというふうになっていたわけですけれども。 

 そこで質問なんですが、この後、３月２２日の大阪府からの中学校給食導入促進事業に関

する市町村への意見照会を受けて、本市は、大阪府に対して、どのような意見とか要望をさ

れたのか、お聞かせいただきたいと思います。 

○塚本幸平学校給食課長 本市から大阪府教育委員会に提出いたしました意見でございますが、

府補助金の交付要件につきまして、平成２３年度中に給食実施を決定することが要件となっ

ておりますのを、慎重かつ十分な検討を行う観点から、その期限を１年間延長し、平成２４

年度中とすること、また、補助対象事業費の範囲につきまして、多額の経費を要する用地費

やランニングコストが対象外となっておりますのを補助対象とすることとともに、厨房機器

や食器などの備品、消耗品の購入費をイニシャルコストとして補助の対象とすることなどが
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主な点でございます。 

○西田政充委員 それで、現時点で最新の大阪府の考え方であります中学校給食導入促進事業

補助制度の概要（案）、これは６月１０日に出されている分でございますけども、この内容

につきまして、市として、ここはぜひ明確にしていただきたいという点、あるいはここはぜ

ひ充実をさせてもらいたいという点などがございましたら、御説明いただきたいと思います。 

○塚本幸平学校給食課長 用地の取得費につきまして、原則といたしまして補助の対象外とす

るとなっております。ただし、用地取得について特別な事情がある場合は、特例措置を設け

るとなっております。共同調理場を建設する場合には大変大きな部分となりますので、今後

十分な協議を府教委とさせていただきたいと考えております。 

○西田政充委員 私自身として、少し心配している点があります。といいますのは、今お答え

いただいたような御見解があるわけですけれども、今回、現在のところ最新の提示をされて

いるこの補助制度の概要ですけども、あくまでも案であるわけですね。もしかしたら、今後、

何か大きな変更が出てくるのではないかということを私は心配しているわけなんですけれど

も、この案がどこまで確定的なものなのかどうか、その辺、御見解をお聞かせいただきたい

と思います。 

○塚本幸平学校給食課長 補助制度の内容につきましては、今後、府教委と十分な協議を重ね、

確認していきたいと考えております。 

○西田政充委員 済みません。大阪府から提示されているこの案、そうしたら、ちょっと質問

を変えますけれども、いつごろ、どういう形で確定する予定となっているんでしょうか。 

○塚本幸平学校給食課長 今後のスケジュールで参りますと、９月から１０月に補助要綱の制

定となっております。 

○西田政充委員 ことしの秋ごろに確定していくということですので、不確定な部分がまだま

だあるのではないかなと。今の大阪府の動きを見てみますと、私自身はまだ非常に不安を持

っております。そんな中で、本日は常任委員会で、竹内市長はいらっしゃいませんので、御

代理として御出席をいただいている木下副市長から、この中学校給食導入の検討を進めてい

くことについてのお考えを、改めてお聞かせいただきたいと思います。 

○木下 誠副市長 中学校給食の導入につきましては、既に説明をさせていただいたとおりで

ありますが、これまで、前回の文教常任委員会の中でも申し上げてまいりましたけれども、

やはり、実施するに当たっては、非常に多額な経費がかかるということが大きなネックにな

っておりました。その中でも、一つは施設、それからランニングコストと、こういう形に大

きく分けられるんではないかなと思います。 

 そうした中で、今回、大阪府が案と示されましたいわゆる施設整備に係るイニシャルコス

トにつきましては、２分の１という補助の内容を示されました。これについては、いろんな

制度を見ますと、非常に手厚い制度ではないかなと、こんなふうに認識はいたしております。 

 ただ、先ほど課長の方からありましたように、用地費の問題については、ちょっと特異な

措置ということで、いろいろな協議をこれから進めていかなければならないかなというふう

に思っております。 

 また、既に申し上げておりますように、本市におきましては、単独で調理場を建設する、

これは用地的に無理だと言っておりますので、共同調理場等になってくるかなと思っており
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ます。 

 こういったことのめどが一定付いたということもありますし、あわせて、運営費につきま

しては、やはり６億５,０００万円程度はかかるというふうなことは既に申し上げておりま

すので、これをどういうふうに考えていくかというのは、本市にとりましても非常に大きな

課題であると思っております。 

 そういったことから、今後検討してまいりますけれども、そのランニングコストについて

も、縮減策というものについても十分考えていかなければならない。また、民間委託等につ

いても具体的に考えていかなければならない。こういったさまざまな検討をすべき事項があ

ると、こういうふうに認識しておりますので、そういったことを含めて、今、大阪府の方で

示されておりますのは今年度中ということでありますので、この補助制度を活用するとすれ

ば、この年度中に一定のめどを付けていく、こういう作業を進めていく、こういうことであ

ります。よろしくお願いします。 

○西田政充委員 私からの最後の質問になりますけれども、竹内市長、そして木下副市長から、

中学校給食導入の検討に関して、お考えといいますか、お気持ちを聞かせていただいてるわ

けなんですが、肝心のと言ったらなんですけれども、やはり教育委員会としての考え方をし

っかりと聞いておかないといけないと私は思っておりますので、ぜひ宮川教育委員長、よろ

しくお願いいたしたいと思います。 

○宮川勝也教育委員会委員長 このたび、市長の方から中学校給食導入の検討のお考えを示さ

れました。そして、大阪府の方からもそれなりの案を提示いただいております。そして、今、

木下副市長の方からもるる説明がございましたように、検討していくということでございま

すので、我々教育委員会といたしましても、十分な検討を重ねていきたいと思っております

ので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

○上野尚子委員 重なる部分もあるかもしれませんけれども、先日、中学校給食導入促進事業

の補助制度の６月１０日の分をいただきました。その中に「実施主体である市町村において、

最も効率的・効果的な実施形態・運営形態を導入される必要がある」との文言がありました

けれども、そういうことを踏まえた基本的な考えをお聞かせください。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 中学校給食の導入に当たりましては、さまざまな手法

が想定されます。実施形態では、先ほどの説明の際にも触れさせていただきましたが、自校

方式、共同調理場方式、親子方式や民間調理場活用方式などが、運営形態といたしましては、

直営方式及び委託方式が挙げられます。 

 また、給食の提供につきましては、全員喫食と、希望者のみを対象とする選択制がござい

ます。今後、これらの手法につきまして、その課題点の整理に努め、効率的で効果的な導入

を図る観点から検討を進めていきたいと考えております。 

○上野尚子委員 ３月議会で、我が会派の出井前議員が学校での昼食の現状を質問した折、本

市の中学校においては、毎日お弁当を持ってくる生徒の割合が７８.５％、週３回から４回

程度持ってくる生徒は１７.７％、合わせると９６.２％となっており、中学校の昼食は家庭

弁当が中心との、そういうアンケート結果が出ているということをお伺いいたしました。そ

ういうことから、もう少し柔軟なやり方で中学校給食を考えたらと思うのですが、いかがで

しょうか。 
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○君家通夫教育委員会事務局管理部長 いろいろな手法がある中で、中学校給食につきまして

は、今回の府の補助制度を最大限活用する観点から、効率的で効果的な手法を検討してまい

ります。 

○上野尚子委員 昨年１２月の文教常任委員会において、先ほどお話もありましたが、年間の

運営経費、ランニングコストは、調理業務等を委託した場合でも６億円程度必要であるとい

う、そういうお答えがありました。このような金額が毎年必要なわけで、財政面で大きな課

題になると思います。先ほども申しましたが、ランニングコストを抑える観点からも、市独

自の効率的な形態をと思いますが、副市長、お考えをお聞かせください。 

○木下 誠副市長 先ほども御説明させていただきましたけれども、やはり、中学校給食の導

入に当たりましては、運営経費が多額になるということは事実でございます。したがいまし

て、非常に大きな課題だと考えております。まず、そのためには、もし実施するとすれば、

やはりそれだけの財源を確保しなきゃならないという問題もありますし、あわせまして、運

営経費の縮減ということも当然課題になってくると思います。 

 そういったことから、運営経費の縮減につきましては、民間委託も含めた効率的な導入と

いうことを具体に検討しなければならないと考えておりますし、また、市全体の財政的な面

からすれば、やはり事業の優先順位の検討ということも出てきますし、また、行政改革も進

めていかなければならない、こんなふうに考えておるところでございます。 

○堤 幸子委員 先ほど、西田委員の質問の中で、少しお答えにわからないところがあったの

で、最初にそれをお聞きしたいと思います。 

 教育委員会の方が、給食の導入を考えられた時点はどこですかという質問に対して、案が

出たときですとお答えになられたんですが、この補助制度の案というのは、平成２３年２月

１６日にも１回出ていますし、そして６月１０日にも出てるのですが、日付でいうとどの時

点ですか。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 先ほど、西田委員の御質問にお答えさせていただきま

した時期といいますのは、市としまして中学校給食導入の検討ということを決定していく時

期でお答えをいたしました。 

 中学校給食につきましては、今お示しいただきましたように、平成２３年２月１６日から、

いろいろな考え方、その中身はいろいろございますけれども、府の方から提示がございまし

た。それぞれの提案内容、提示内容につきまして、教育委員会といたしましては検証等を行

ってきた、そういう経過でございます。 

○堤 幸子委員 済みません。その導入について考えられてきたのは、具体的にいつからとい

うことで受けたらいいんでしょうか。２月ですか。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 中学校給食につきましては、これまでも御答弁等をさ

せていただいていますけれども、非常に多額の経費を要する事業であるということがござい

ました。そういう中で、優先順位等を考慮しながら慎重な対応が必要であるということを、

教育委員会としてはこれまで協議をしてきたというところでございます。 

○堤 幸子委員 まだわからないんですけど。導入について考えられてきたのは、最初の２月

１６日の時点でもう既に中学校給食を導入するという、中学校給食を考えるんじゃなくて、

中学校給食の導入について考えたのが２月１６日のこの案が出された時点ということで受け
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てよろしいんでしょうか。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 中学校給食につきましては、この提示がある以前から

も御質問等いただいておりますので、そのことにつきましては、これまで議論はしておると

いうところでございます。ただ、この府の補助制度が２月以降に提示をされておりますので、

新たに教育委員会といたしまして、その補助制度の詳細等につきまして検討ということを新

たに行ってきたということでございます。 

○堤 幸子委員 まだ半分ちょっと理解したぐらいなんですけど、済みません。 

 それで、もし２月１６日の時点で導入について考えて、教育委員会の場で、枚方市にも中

学校給食の導入ということに向けて話し合われていたということであれば、この中学校給食

の早期実現に向けての請願が昨年１２月に継続審査になり、３月７日の時点でもう１回話し

合われていますので、その時点でもう既に導入というふうに考えられていたのかなと思って、

この時期を質問させていただきました。 

 昨年度に続いて請願が出されたんですけれども、私は、昨年の時点では、まだ後ろで傍聴

しているという立場だったんですが、この間、請願が出されて、いろんなお母さんたちに話

を聞く機会を設けて、仕事で夜勤や早朝出勤もある、お弁当を作ることができるか不安で、

パンやコンビニ弁当では子どもに申し訳ない、親も頑張って努力をしないといけないのはわ

かっているけれども、できれば栄養のバランスのよい給食を出してほしいという声や、下の

子に障害があり、その子にどうしてもかかりっ切りになってしまう、お弁当をこれから中学

生になる息子に作ることができるのか不安だといった、いろんな声を聞きました。 

 周りの寝屋川市や交野市などでも中学校給食が実施されるということで、今回、市長も検

討ということを考えられているのを聞いて、私たち、いよいよ枚方市でもと思われた市民の

方も多くなってくると思っています。ちょっと質問がかぶるかもしれませんけど、教育委員

会として、６月９日の各派代表者会議で市長が検討すると言って以降、教育委員会会議でど

んな論議がされたのか、お聞かせいただけますでしょうか。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 市長の意見表明を受けまして、各教育委員の皆様に、

表明された内容につきまして御連絡をさせていただいておりまして、その後、教育委員会と

しましても検討を行っていくということをお伝えさせていただいたところでございます。 

 その後の教育委員会の定例会等におきましては、そういう趣旨の御報告をさせていただい

ておりますので、今後検討を進めていく中で、教育委員の皆様からも御意見をいただきなが

ら進めてまいりたいと考えております。 

○堤 幸子委員 ありがとうございます。 

 給食についてのこの促進補助制度も利用されて導入していくという方向でいかれるのかと

思うんですが、この補助制度の中に、これから平成２３年度中に計画を出すというところで

は実施計画書というのを出さないといけないということになっているんですけれども、これ

をいつまでに出すのかということと、また、この実施計画について、内容についての変更と

いうのが途中でできるのでしょうか。 

○塚本幸平学校給食課長 お答えします。 

 実施計画書の提出につきましては、平成２４年３月、今年度末となっております。 

 それと、計画書の変更の件でございます。実施計画の内容につきましては、出した後、変
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更ができるということで聞いております。 

○堤 幸子委員 計画の変更ができるということであれば、今、平成２３年度中ということで、

かなり慌ただしいという空気もありますけれども、保護者や現場の教師の方や生徒たちの意

見も反映しながら計画を作っていってほしいと思っております。これは御要望とさせていた

だきます。 

 それと、財政の面で、やっぱりすごくコストがかかるということが、前の議会、昨年の委

員会の中でも言われてますし、ずっと言われてきていることだとは思うんですが、子どもた

ちに平等に食事を保障していくということが、本当に今、食べれない子どもたちも、朝、親

がずるをしてとか、そういうことではなくて、やっぱり家庭の事情とか、いろんな事情で、

子どもたちに食事がなかなか与えられていないという状況の中では、どこか公の場というか、

行政が子どもたちにお昼だけでも保障していくという観点では、こういうところにお金を使

うというのが、本来の行政の役割だと私は思っております。 

 そしてまた、今回震災が起きたところの学校では、学校が再開されて、小学校でも給食が

再開されているところもあります。パンと牛乳、果物という給食のところも多いようですけ

れども、すぐに対応がとれたというのは、やっぱり学校給食というシステムが行政にあった

ということが大きいのではないかと私は思いました。避難所から通っている子どもたちはお

弁当も持っていけないし、買うことも今の状況ではできないので、友達と一緒に、同じテー

ブルで同じ物を、自分だけ少ないとか多いとか考えないで、安心して食べているというとこ

ろが、本当にみんな笑顔で楽しそうでした。 

 こういうところからでも、どんな環境の子どもでも、みんな一緒に安心して食べられる、

そういう食を保障していくということが、子どもたちの生きる力にもなっていくと思います。 

 私は、今回の請願にもありますけれども、枚方市での中学校給食をぜひ実施してほしいと

思いますし、今回、教育委員会も市長も、財政とかもありますが、導入に向けてでなく、実

施をするという答えがぜひ欲しいと思っております。これに答えてくださいというのはよく

ないのかもしれないですが、教育委員会と行政、市長や副市長さんにお聞きしたいと思いま

すが、中学校給食の枚方市での実施はお願いできるのでしょうか。 

○木下 誠副市長 先ほどからも御答弁申し上げてますように、気持ちだけでできるというこ

とであればいいんですけれども、やはり、現実的には、財政、予算というものがあります。

やっぱり、建設費だけで５０億円を超えるような事業であったり、あるいはランニングコス

トで６億円を超えるような額が、概算ですけれども示された。これはやはり大きな事業であ

るだけに、全体とのバランスの中で考えていかなければならない、こういうふうに考えてお

ります。 

 ただ、大阪府から、今回、こういう内容が示されたということがありますので、このこと

については、やはり活用するということも含めて検討はしていかなければならない。あわせ

て、運営をやっていく場合は、毎年５億円、６億円のお金が要るわけですので、これは、今、

財政計画の中では想定しておりませんので、どうかしてでも、やるとすれば生み出していか

なければならない。これには相当な努力が要るということであります。 

 この現実ということをやはり十分知っていいただきたいなと思いますし、先ほど、昼食の

話でありましたけれども、やはり、今、いろんな御家庭の中で御努力もしていただく中であ
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りますけれども、さっき上野委員の方からお話がありましたように、９０％を超える方々が

お弁当を現に作っておられる。持ってこれない方だけの手当てであれば、それはそれだけの

手だては講じることができるかというふうに思いますけれども、それはちょっと横へ置いて

おいて、やはり、どういった形で中学校給食が導入できるのか、現実に沿って具体に検討を

していきたいということであります。 

○堤 幸子委員 じゃ、具体的に検討していっていただけるということで、教育にもぜひお金

を使っていただいて、中学校給食の実現ということを、教育委員会さんと一緒に考えていっ

ていただけたらと思います。どうもありがとうございました。 

○岩本優祐委員 委員の岩本でございます。 

 ほかの委員の方と重複する部分もあると思いますけども、御容赦のほどをお願いいたしま

す。 

 まず、大阪府の補助制度では、中学校給食を実施する場合に、全員の喫食が望ましいけど

も、選択性も可能やと、実施形態については、自校方式であったり共同調理場方式であった

り、民間調理方式を問わず、運営形態については、直営、民間委託を問わないというふうに

なっています。私としては、実施方法が選択制というのは、ほかの自治体では浸透しなかっ

たということをちょっと聞いておりますので、やはり、やるんだったら全員の喫食が望まし

いと考えています。 

 また、実施形態につきましては、単独調理場の場合は、１９の中学校全部に調理場を整え

るということになった場合に、食材の納入トラックなんかが校内を走り回ったりすることに

なりますので、安全面からも、例えば楠葉の地区には１個とか、そうやって調理場を集約し

た形の方がコストは抑えられるんじゃないかと、効率的になるんじゃないかと考えておりま

す。 

 運営形態については、直営はどうしてもコスト面で高く付く部分がありますんで、委託方

式がいいんじゃないかと考えています。その辺についての考えをまずはお聞かせいただきた

いと思います。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 中学校給食の導入に当たりましては、さまざまな手法

が想定されるところでございます。これらいろいろな手法につきまして、それぞれの課題点

の整理に努めまして、効率的で効果的な導入を図るという観点から、今後、検討を進めてま

いりたいと考えております。 

○岩本優祐委員 ありがとうございます。 

 では、小学校給食の請願の文書の中にもあったんですけれども、地産地消の取り組みとい

うものについての現状と、また、子どもたちへの教育の現状というか、私が子どものころな

んかは地産地消という言葉自体がなかったので、給食で出てきた物をそのまま食べておった

んですけれども、そういったことを今、教育の現場でやったりとか、また、小学校の給食で

どれぐらい地産地消というものを行っているのか、現状をお教えください。 

○塚本幸平学校給食課長 お答えします。 

 まず、地産地消の本市の現状でございます。 

 本市では、枚方市で生産される安全で新鮮な野菜や米に加えまして、大阪府内産の農産物

を給食用食材として使用しております。 
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 平成２２年度の実績では、給食用食材に使用しました野菜が５８品目中、枚方産の野菜が

タマネギ、白菜、大根、キャベツ、ジャガイモ、サツマイモ、レンコン、エンドウマメ、九

条ネギ、ホウレンソウ、トウガン、チンゲンサイ、ナス、コマツナ及び黒米の１５品目で、

そのうち１４品目が、農薬や化学肥料の使用量を半分以下にいたしました大阪エコ農産物認

証の野菜を使用いたしました。 

 また、米飯給食用の米は、１２月から翌３月までの４カ月分を枚方産のくらわんか米を使

用いたしました。 

 市内農産物の使用品目は、米、野菜を合わせまして１６品目となっております。学校給食

で使用されました米及び野菜類全体の購入量６４３トンのうち、枚方産の米及び大阪府内産

を含めました地元農産物の使用量の合計が１１２トンであります。その使用の割合は、重量

ベースで１７.４％となっております。 

 なお、大阪府の平均の使用率が、ちょっと古いデータなんですけれども、平成１９年度で

７.４％となっております。枚方市が１７.４％、昨年で使用されておりました。 

○岩本優祐委員 済みません。それを子どもたちに教育の現場でやったりしているのかどうか

はどうですか。その辺をお聞かせいただきたいと思います。 

○國光利彦教育指導課長 教育面について、お答えいたします。 

 小学校では、第３学年、第４学年で、『わたしたちのまち枚方』という副読本などを用い

て、社会科の中で、さまざまな地場産業、枚方市における産業、これについては農業も含め

て学習しております。 

 こういった学習の機会を通じて、特に自分たちの小学校区ではどうなのか、あるいは近隣

の地区ではどのような産業が行われているのかといったことについても、農業も含めてさま

ざまに学習していっているところです。それが給食の地産地消という学習とも結び付いてい

るものと考えております。 

○岩本優祐委員 ありがとうございます。中学校給食実施のときには、そういった同じような

ことを、さらに中学校ですので、学習の深度を深めたようなものをちょっとやっていただく

ように要望しておきます。 

 最後に、残さず食べるという考え方について、質問をさせていただきたいと思っています。 

 特に、中学生なんかになりますと、思春期と言われる時期で、ダイエットをしたりとか、

そういったことにやはり女の子は関心が行ったりするもんなんですけども、そういったとこ

ろにおいて、食育とか環境教育というものを教育の中に取り入れていく必要があるんじゃな

いかなというふうに思っていますけれども。 

 小学校の数字で構いませんので、直近の廃棄率とか、またその考え方を、中学校給食をや

るときに、みんな食べてもらえるようにするためにはどうしたらいいかというような考え方

を、基本的な考え方で構いませんので教えていただきたい。まあまあ小学校の現状なんかを

ベースにしてお答えいただければいいかなと思います。お願いします。 

○塚本幸平学校給食課長 小学校の残菜の状況につきまして、お答えいたします。 

 平成２２年度の副食、おかずにおけます残菜率は、４.２％でございました。なお、平成

２１年度の残菜率が４.４％、同２０年度が５.１％でございました。 

○岩本優祐委員 はい、ありがとうございます。 
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 やはり、今回、このように議論になっていますし、今までのこの流れを見ましても、多く

の方が中学校給食を望まれていると思います。私自身が思うのは、やはり制度を整えたけれ

ども魂が入っていないと、中学生がこの給食は食べられないと言って帰りに買い食いをした

りしていたら、制度は整ったけれども中身が全く伴っていないというものになりますので、

やはり、教育の部分でも、ただ中学校給食をやるだけじゃなくて、中身の部分でしっかりや

っていただけるように、子どもたちだけに残さず食べやと言うだけじゃなくて、家庭での学

習も含めて、そういった食育とかいうものを進めていただくように要望したいと思います。

ありがとうございました。 

○池上典子委員 私なども、例えば議会の中でとか、中学校給食について、やっぱり実施に向

けて検討してほしいという考え方で、今までいろいろな質問とかもさせていただいておりま

した。実施に向けてというスタンスで、質問とか、いろいろな方とお話をしていたんですが、

私自身も子どもが３人いるんですが、中学校のときには、本当に給食があったらいいなと思

ったこともございます。 

 保護者の方なんかでも、わざわざ有機野菜を取り寄せてお弁当を作っているのよとか、安

全にすごく留意して作っているのよという声も、かえって私のところに寄せられる方もたく

さんいらっしゃいます。そして、これはちょっとジェンダー的に自分もどうだったのかなと

思う部分もあったんですが、お弁当を作っているという父親も、池上さん、弁当って結構お

れいいんだよと言われることも、かえってそういう意見も集まってきた部分もあります。 

 生徒たちに対しては、今回、アンケート調査という感じで実施されたんですが、保護者に

対してのそういうものというのはお考えになっておられるのか、お尋ねしたいと思います。 

○塚本幸平学校給食課長 アンケート調査につきましては、今後、中学校給食の検討を行う中

で、あわせて検討させていただきたいと考えております。 

○池上典子委員 そうですね。また、次にお聞きしたいと思うんですが、アンケート調査とい

うか、私自身は、大人、社会の責任で、また学校給食法に基づく中学校給食の実現に向けて

というのは、これは責務であるという考え方も確かに今でも持っております。ただ、丁寧に

一生懸命お弁当を作られたり、お弁当を作ることでお父さんと子どもたちのコミュニケーシ

ョンをとろうとか、いろいろな形が、多分それなりの割合であるんじゃないかなと私自身は

考えております。 

 もし、完全給食を実施するということになれば、今、本当にちゃんとした食事をとれてい

ない子どもたちにとっては、当然、その社会的な責務を果たすことにもなりますが、そうい

う方たちの思いを断ち切ってしまって、そして、その方たちにも給食費をお願いするわけで

すし、行政として提供する給食についての責務は当然生じてくるわけです。アンケートとい

っても、今年度中という形で出さなきゃいけないわけですから、結構時期的なものもたくさ

んあると考えております。また、いろいろなものを取り上げていただきたい、そして、取り

入れていただきたいという思いをお伝えしておきたいと思います。 

 今回の大阪府の方の補助制度の概要の部分にもありますが、今年度中に、一応、枚方市と

しての基本構想みたいなものを示さなきゃいけないというふうになっているんですが、もう

あと残りが９カ月ぐらいしかないと思うんです。検討していくということは、決定されたと

いうことですので、今、現時点で全くゼロベースなのか、どの辺ぐらいまで、例えば、自校
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方式にするのか共同調理場方式なのかとか、全員のものなのかとかという、何か現時点でわ

かっていることがあれば、教えていただきたいと思います。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 府の方の補助制度の案というのが示されて、まだそれ

ほど時間もたっていないという状況がございます。現時点でこういう形でというものをお示

しできるものはございません。ただ、今お示しいただきましたように、期限というものがか

なり近い時点で設定をされておりますので、今後、精力的に、いろんな手法についての検討

を行ってまいりたいと考えております。 

○池上典子委員 例えば、共同調理場を造るとすれば、その土地の購入から近隣の理解とか、

いろんなものがあるわけですから、本当にあと９カ月間でそれなりの検討というのができて

いくのかなという不安は非常にあります。 

 今のところゼロベースということで、もう一度確認させていただきたいと思います。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 実際の手法がいろいろございますけれども、例えば実

施形態につきましては、単独調理場方式、共同調理場方式など、いろいろな方式がございま

すということで御説明をさせていただきましたが、本市の場合は、先ほど副市長の方からも

ありましたように、単独調理場での実施というのはなかなか難しい状況があるのではないか

と考えております。そういうことを踏まえますと、共同調理場方式ということを視野に入れ

て考えていくことになるのかなと考えております。 

○池上典子委員 何か聞いていると、ちょっとずつ出てきそうなので、お尋ねしたいと思いま

す。 

 じゃ、例えば、自校方式、共同調理場方式、親子方式、民間調理場方式というものであれ

ば、共同調理場方式の可能性がちょっとだけ高いということですね、多分。運営形態の中で、

例えば直営方式とか委託方式という形がありますよね。それであれば、可能性としてはどん

な可能性なんでしょうか。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 これにつきましては、運営経費が非常に多額になると

いうことがございますので、効率的な執行ということ、そこを検討していく中で詰めていく、

そういう必要があると考えております。ただ、具体的に、直営でいく、委託でいくというこ

とにつきましては、それぞれの課題点等を整理していく必要があると思いますので、まだ今

の時点では、こちらというふうなことは今後の検討であると考えております。 

○池上典子委員 先ほど、副市長の方からもありましたけど、大体年間６億円ぐらいかかるん

じゃないかというのは、それはどちらの試算で出した金額なんでしょうか。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 ６億円と申しますのは、概算ですけれども、委託の場

合で６億円ぐらいではないか。直営の場合ですと６億５,０００万円程度が必要になってく

るのではないか。粗い試算ですけれども、そういうふうに考えております。 

○池上典子委員 取りあえず、今年度中に全部出せという、府の方の言い分の方が何かちょっ

となという感じはしますが、本当にこれからいろいろなことも含めて、きちんと考えていっ

ていただきたいとお願いしておきます。 

○有山正信委員 済みません。少しだけ。 

 ちょっと今、段々中身の論議になってきていて、もう１回、ちょっと請願の取り扱いの部

分にかかわる話なので、基本的な考えを。 
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 私も、会派の代表をさせていただいておりますので、各派代表者会議の中で、市長さんか

ら、今後検討していきたいというお話を、直接、代表の立場としてお聞きしました。その時

点で、市が基本方針として、これでまずスタートラインに着くんやと、こういう方針を示さ

れたと。先ほど、ちょっと紹介議員さんとの話のやりとりの中で、要するに市長選挙がある

から云々という話がありましたけれども。 

 これ、副市長さんにお聞きしたいんです。まず、枚方市の基本の方針として、スタートラ

インに着くということ、方針を示されたということでいいのかどうか、お聞きをします。 

○木下 誠副市長 ６月９日の各派代表者会議及び議会運営委員会の中での市長のごあいさつ

の中で、こういった方針、方向を示されたということであり、したがいまして、今まではい

ろいろ検討はすると、大阪府の補助要綱についても見極めると申し上げてまいりました。 

 そうしたことを含めて、代表者会議あるいは議運の中で、その補助を活用して導入につい

て検討していくということで方向を示していただきましたので、そのことを前提に今後進め

てまいるという意味ではスタートラインに立ったということで考えております。 

○有山正信委員 まず、今、市の基本的な考え方だけを確認させていただきました。 

 そこで、この当初に出た、現段階でもまだ案ですけれども、要するに平成２３年度中に制

度設計、中身の計画を出しなさいというのがまず一つです。それをきちっと、まずその準備

段階にこれから入っていきましょうというふうに、先ほどのやりとりの中でお話がありまし

た。今年度中にきちんと計画を出せば、府としたら、きちんとその方針の中で補助しますよ

と。その次の段階として、この補助事業そのものが、平成２７年度までの５年間の中できち

んとやっていきなさいという案が示されております。 

 そういう中で、本当に、今、中身について、いろんな議論がありましたよね。要するに民

間委託方式にするのか直営方式にするのかとか、共同調理場方式にするのか自校方式にする

のかと、いろんな案が示されました。一方では、効率化を図らなければならないという府の

基本的な考え方もあると、そういう中で、これを積み上げるのに、そういう意味では時間を

要すると思う。制度設計は今年度中にするとしても、５カ年の中でしっかりと進めていきな

さいよという話だと思うんですけれども、取りあえず今の段階で言える、市としての５カ年

のシミュレーションはどういうふうに考えているのか。これ、部長さんにお聞きしたらいい

のかどうか、ちょっとよろしくお願いします。 

○君家通夫教育委員会事務局管理部長 まず、今年度、実施計画を提出するということでござ

いますので、その程度がどのようなものかにつきましては、大阪府教育委員会とも協議をし

ながら、実施計画の策定に努めていきたいと考えております。 

 また、補助の実施期間といたしましては、平成２７年度までに施設整備ができる、これも

また条件ということでございますので、その範囲内で、スケジュール的なものを調整すると

いうことも含めまして、検討を進めてまいりたいと考えております。 

○有山正信委員 今、お話があったように、まず、制度設計をしないと、また、計画をきちっ

と作り上げないと、その後はどういうふうに、どの段階でどうスタートできるかというとこ

ろは、当然、今言える話じゃないと思うんですけれども。そういう意味では、逆に言うと、

府の方は、今年度中に基本的な考え方を作り上げなさいよと。 

 でも、一方では、先ほどから論議があったように、効率的なやり方を踏まえて、それぞれ
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の市町村でいろんなやり方をしっかりと考えなさいよと。ある意味、非常に柔軟な形で府が

方針を出されているので、そういう意味でいうと、この請願の中で「早期に」という文言が

ありますけれども、当然、我々議会は、４月に市議会議員選挙が終わって、少なくとも今の

市議会の皆さんは４年間在任期間があるわけですから、市長選挙が云々という話ではなくて、

議会の立場として、今後、今年度中に計画を出して、来年度からどんな形で進捗していくの

かということをきちんと確認していく、そういう議会としての役割があると思うんです。 

 そういう意味では、先ほど、ちょっと前段で申し上げた、府が柔軟な形で出してきている

と。じゃ、しっかりといろんなやり方で、どんなやり方がいいかというのを、制度設計が終

わった後、計画が終わった後、きちんとその積み上げを、ある意味でいうと慎重にしなけれ

ばならない側面もあると思うんですけども、再度、副市長さんに、ちょっとその辺の今後の

考え方だけを確認しておきます。 

○木下 誠副市長 この事業自体、非常に大きな事業であります。今年度には実施計画書を提

出しなければならないということでありますので、基本的なことについては、今年度に定め

てまいりたいと思います。 

 ただ、そこからの具体的なことについては、ちょっと用地の問題も話しましたけど、例え

ば、どこかに共同調理場を造るとすれば、用地を確保しなければならないとか、いろんな問

題がありますので、これはやはり時間がかかっていくだろう。それと、普通、建設する場合、

１年度でいけるのかということになってきますけれども、１年度でいけても、その前年度に

は設計が要るというふうになってきますので、実際建設するにしても、２カ年は必要だと。

差し引きしていきますと、その間にその辺の制度設計を立てていかなければならないと思っ

ておりますので、補助期間内でやっていきたいと思いますけれども、その辺のところは十分

に見極めながら進めていきたいと考えております。 

○有山正信委員 今の、部長さん、また、副市長のお話を受けて、今後、私、議員個人の立場

としたら、しっかりとその辺の進捗をきちんと確認させていただきたい、このように考えて

おりますので、もちろん当たり前のことですけれども、議会に対して、一つ一つその計画、

また積み上げの中で、きちんとその方針を示していただきますように御要望だけさせていた

だきますので、よろしくお願いします。 

○野村生代委員長 暫時休憩します。 

    （午前１１時１８分 休憩） 

    （午前１１時２９分 再開） 

○野村生代委員長 委員会を再開します。 

○野村生代委員長 他に質疑はありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）これをもって本日の

質疑を終結します。 

○野村生代委員長 お諮りします。 

 本請願については、今後なお慎重な審査を必要とするため、議長に対し閉会中継続審査の

申し出をしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○野村生代委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、本請願については、議長に対し閉会中継続審査の申し出をすることに決しました。 
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○野村生代委員長 以上で、本委員会に付託された事件の本日の審査は終了しました。 

 よって、文教常任委員会はこれをもって散会します。 

    （午前１１時３１分 散会） 
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